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	Mul-Cul
	市内在住外国人を対象に「災害にそなえよう」を開催
	　ＮＴＴ東日本からも協力してもらい、秋田駅前の浸水をＡＲ体験。 　タブレットを通して、どこまで水が来たかやどんな様子になるかなどを体験しました。
	２０５９人
	災害時の外国人支援に力を貸してください！
	「秋田市国際交流・多文化共生に関する基本方針」が完成
	2026.3.31 • 第14号
	秋田市国際交流総合情報誌



	「切り絵」講座を開催
	蘭州市研修員が帰国
	2025.10.19
	2025.10.24
	　友好都市の中国・蘭州市から受入をしていた研修員が、中国の無形文化遺産「切り絵」の講座を行いました。
	　参加した市民の皆さんは、切り絵の意味や作り方を学びながら、実際に作品づくりにも挑戦！
	　蘭州市についてのお話を聞きながら、中国の伝統文化の奥深さに触れました。
	　蘭州市から研修に来ていた４名が、約２か月間の研修を終え、帰国しました。 　修了式では、市立秋田総合病院で医療研修を行った石磊さんと張響寧さん、市内の高校などで英語教育研修を行った葛麗娟さんと程露さんが研修成果を報告しました。 　石さんは「医療の本質を学べた。現場で生かしたい」と語り、葛さんは「秋田の教育を参考に、帰国後はレベル別授業や両市の交流活動を展開し、教育の質を向上させたい」と抱負を話しました。
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